


（第35号 2013.5）2

のご案内 議員控室
４

議員控室
３

議員控室
２

議員控室
１

第３委員会室

第２委員会室

第１委員会室

監査事務局
監査委員室

議 場

傍聴席

議長・副議長室

議会事務局

議会
図書室

光
庭

議会フロア

⑥議長・副議長室議員控室

議会図書室委員会室



（第35号 2013.5）3

議会フロアのご案内

議
会
フ
ロ
ア
の
特
徴

①誰でも気軽に傍聴いただけるように、傍聴席の入口に
　ゆるやかなスロープを設置しています。
②傍聴席には、車いす利用者のスペースを確保しています。
③質問する議員の表情などを確認できるように、傍聴者用
　モニターを設置しています。
④傍聴席に記載台を設置しています。また、難聴者の方が
　質問や答弁を明瞭に聴くことができるよう磁気ループ専
　用受信機を10台用意しています。
⑤議場は、議員と執行部が向かい合って質問や答弁を行う
　対面演壇式としています。
⑥議長・副議長室の内装や議場の机には、地元産木材を使
　用しています。

●見学を希望される方（個人・団体含む）は事前に、議会事務局までご連絡ください。
　℡　0974‒22‒1001　市内無料電話 9‒22‒1001

議会フロア

②傍聴席（車いす利用者用スペース）

④傍聴席（記載台と磁気ループ専用受信機）

⑥議員席

①スロープ

③傍聴者用モニター

⑤対面演壇式（手前が質問者席）
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平初３

平成2５年度  
              を可

決骨格予算
※

《一般会計予算総額》

215億円
【一般会計の主な事業】

障害福祉サービス事業
保育所運営事業
農業用施設災害復旧事業

８億８４２２万円
７億　２５７万９千円
５億３５７９万５千円

※骨格予算＝新年度に市長選挙などを控えた自治体が、最低限必要な経費を盛り込んで編成する予算。

会 計 名
一 般 会 計

合 計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
農 業 集 落 排 水
公 共 下 水 道
浄 化 槽 施 設
簡 易 水 道

計

25年度当初 24年度当初 前年度比(％)

会 計 名 25年度当初 24年度当初 前年度比(％)

215億円　　　　　　
53億6628万3千円
5億6865万2千円
68億　876万1千円
2億4376万5千円
9912万5千円
4920万7千円

3億　235万1千円
134億3814万4千円
349億3814万4千円

262億6000万円　　
54億7867万9千円
5億6081万6千円
63億　287万5千円
2億5614万9千円
9654万6千円
4860万2千円

3億　743万7千円
130億5110万4千円
393億1110万4千円

2億5480万4千円
2億  211万2千円
10億6672万1千円
12億2946万2千円
32億2409万2千円
33億  302万9千円
2億3501万9千円
3億1436万1千円

2億5966万4千円
1億9380万9千円
3億9140万6千円
5億1319万4千円
33億2691万5千円
33億1835万9千円
2億9881万1千円
4億2327万8千円

△18.1
△2.1
1.4
8.0

△4.8
2.7
1.2

△1.7
3.0

△11.1

△1.9
4.3

172.5
139.6
△3.1
△0.5
△21.3
△25.7

企
業
会
計

収
益
的

収
益
的

資
本
的

資
本
的

上
水
道

特
別
会
計

病
院
事
業 

特
別
会
計

収入（水道料など）
支出（事務費、人件費など）
収入（起債、国庫補助金など）
支出（工事請負費など）
収入（医業収益など）
支出（人件費、医薬品など）
収入（一般会計繰入金など）
支出（起債償還金など）

成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で

の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

日
に
は
、
市
長
か
ら
行
政

報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

平
成
25
年
度
当
初
予
算
や
「
豊
後

大
野
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改

正
」
な
ど
47
議
案
と
請
願
２
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

月
５
日
か
ら
３
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
た
一
般
質
問

に
は
14
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
太

陽
光
発
電
や
農
業
、
教
育
、
福
祉

な
ど
、
執
行
部
と
活
発
な
論
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

（
９
〜
22
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
・
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３月定例会（平成25年度 一般会計予算）

最

２年連続削
減

一般会計予算の内訳

議会費の推移

歳出　一般会計の使いみち 歳入　一般会計の財源

市税
28億5698万円
13.3%

使用料及び手数料 
　5億744万円
（2.4％）

地方交付税
110億8080万円

51.5%

国・県支出金
41億2431万円
19.2%

市債
9億7220万円
4.5%

議会費
2億1835万円
1.0%

総務費
31億2261万円
14.5%

民生費
68億7596万円
32.0%

公債費
41億3128万円
19.2%

教育費
16億4535万円

7.7%

消防費
8億2780万円
3.9%

土木費
4億4249万円
2.1%

農林水産業費
12億6702万円

5.9%

衛生費
19億3384万円

9.0%

①

②

自主財源
21.1%

依存財源
78.9%

①

2億6000万円

2億5000万円

2億4000万円

2億3000万円

2億2000万円

2億5263万円

2億2835万円

2億1835万円

H23 H24 H25

減

①その他自主財源 
　11億5642万円（5.4％）
【内訳】
◆分担金及び負担金 
　4億8719万円（2.3％）
◆財産収入 
　3726万円（0.2％）
◆寄附金 
　150万円（0.0％）
◆繰入金 
　6632万円（0.3％）
◆繰越金 
　3億円（1.4％）
◆諸収入 
　2億6415万円（1.2％）

②その他依存財源
　8億185万円（3.7％）
【内訳】
◆地方譲与税 
　3億5330万円（1.6％）
◆地方交付金 
　4億4855万円（2.1％）

①その他の歳出 
　10億3530万円（4.7％）
【内訳】
◆労働費 
　1910万円（0.1％）
◆商工費 
　2億5426万円（1.1％）
◆災害復旧費 
　7億1194万円（3.3％）
◆予備費 
　5000万円（0.2％）

厚
生
文
教
・
産
業
建
設
の
３
常
任

委
員
会
を
11
日
に
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
16
議
案
と
請
願
２
件
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

終
日
に
は
、
３
常
任
委
員

会
の
委
員
長
報
告
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
「
豊
後
大
野
市
営

住
宅
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
議
案
42
件
や
請
願

２
件
、
追
加
議
案
の
人
事
案
件
２

件
、
８
日
に
先
議
さ
れ
た
補
正
予

算
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）
５

件
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、

執
行
機
関
に
送
付
し
、
そ
の
処
理

の
経
過
お
よ
び
結
果
の
報
告
を
請

求
し
ま
し
た
。

   

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
64
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。
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《一般会計予算総額》

２８２億８８３２万１千円

３億９０３９万６千円

一般会計補正予算（第7号）
平成24年度

国の第１号補正
予算（地域の元気

臨時交付金）関連

追加

【その他の主な事業】
市営土地改良事業
ケーブルテレビ管理事業
林道維持管理事業
スポーツ施設管理事業
（朝地体育館の改修）

１２００万円
１０４９万６千円
１０００万円
　８７０万円

中学校耐震化事業 小学校耐震化事業
１億２４６０万円 １億８６３０万円

安心安全な学校施設の整備を行うものです。
【対象校】新田、清川、緒方

安心安全な学校施設の整備を行うものです。
【対象校】大野

通常補正予算が４億６８７１万円の減額となっているため
総額では７８３１万４千円の減額です。

新田小学校
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３月定例会（一般会計補正予算、請願・陳情、人事案件）

あなたの意見や要望

請願・陳情

●
備
品
購
入
及
び
建
設
（
建
築
含
む
）
工
事
発
注
に

関
す
る
請
願

　

経
済
が
冷
え
込
む
中
、
工
事
件
数
も
以
前
に
比
べ
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
市
内
業
者
の
受
注
機
会
も
減
少
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
、
平
成
24
年
度
の
入
札
の
実
績

で
は
、
市
内
へ
の
受
注
機
会
を
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と

も
う
か
が
え
る
が
、
Ｊ
Ｖ
を
組
ん
で
の
大
型
事
業
が
金

額
の
ウ
エ
イ
ト
を
大
き
く
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
は
市
内
業
者
が
よ
り
多
く
の
事
業
を

受
注
で
き
る
よ
う
計
画
し
、
商
工
業
の
発
展
を
請
願
す

る
も
の
で
す
。

- 

採
択 -

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
に
関
す
る
請
願

　

商
工
会
で
は
、
市
の
援
助
の
下
、
平
成
21
年
度
か
ら

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
経
済
が
冷
え
込
む
中
で
、
中
小
企
業
の
商

工
業
者
は
消
費
の
落
ち
込
み
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。

　

こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
に
よ
り
、
市

内
で
の
購
買
力
が
高
ま
り
、
商
工
業
の
振
興
、
ひ
い
て

は
商
工
会
員
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
商
工
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
本
事
業
を
平
成
25
年
度
も
継
続
す
る
た
め

に
も
、
事
業
の
補
助
を
請
願
す
る
も
の
で
す
。

- 

採
択 -

公平委員会＝地方公共団体職員の利益の保護と公正な人事権を
保障するために設置された機関（行政委員会）。

固定資産評価審査委員会＝固定資産課税台帳に登録された価格に
関する不服を審査決定するために設置された機関（行政委員会）。

人
事
案
件

公平委員会委員

多
　た　

 田
　だ　

 哲
てつ

 朗
ろう

 氏
【清川町宇田枝】

固定資産評価審査委員会委員

加
　か　

 藤
とう

 絹
きぬ

 代
　よ　

 氏
【千歳町高畑】 いずれも全会一致

同
意 任期

　自：平成25年４月１日
　　　至：平成29年３月31日

任期
　自：平成25年４月１日

　　　至：平成28年３月31日
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３月定例会（賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野栄利議員は議長職のため表決権はありません。

会　派　名

議　員　名

件　　名

議
決
の
結
果

議

決

月

日

清風クラブ 緑政会 無所属の会

情報公開条例の一部改正

新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

障害者自立支援法の改正に伴う関係条例の整備

児童館条例及び朝地憩いの村条例の一部改正

指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の
要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等
を定める条例の制定　ほか１件 ※

指定通所介護事業所条例の一部改正

総合福祉センター条例の廃止

市道の構造の技術的基準等に関する条例の制定

準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的
基準に関する条例の制定
移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例の制定

都市公園条例の一部改正

市営住宅条例の一部改正

道路占用料徴収条例の一部改正

布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に
関する条例の制定

玖珠町との証明書等の交付等に係る事務の委託

第一次豊後大野市国土利用計画

公の施設の指定管理者の指定（豊後大野市徳田
白楊記念館）　ほか14件 ※

平成24年度一般会計補正予算（第7号）

平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

平成24年度介護保険特別会計補正予算（第4号）

平成24年度病院事業特別会計補正予算（第4号）

平成25年度一般会計予算

平成25年度国民健康保険特別会計予算

平成25年度後期高齢者医療特別会計予算

平成25年度介護保険特別会計予算

平成25年度農業集落排水特別会計予算

平成25年度公共下水道特別会計予算

平成25年度浄化槽施設特別会計予算

平成25年度簡易水道特別会計予算

平成25年度上水道特別会計予算

平成25年度病院事業特別会計予算

公平委員会委員の選任

固定資産評価審査委員会委員の選任

備品購入及び建設（建築含む）工事発注に関する請願

プレミアム付き商品券発行事業に関する請願

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

採択

採択

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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一

文
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藤

辰

己
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成

昭
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三
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嶺
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光
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※ほか１件およびほか14件についても、それぞれ１件ずつ議決しました。
※紙面の都合上、全議案を掲載しておりませんが、議会ホームページや議会事務局にてご覧いただけます。
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～14名の議員が市政を問う～

大
丈
夫
か
太
陽
光
発
電

〜
導
入
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
事
業
〜

小
　お　

　野
　の　

　泰
やす

　秀
ひで

一 般 質 問

　
本
市
が
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
太
陽
光
発
電
は
、

自
ら
が
売
電
用
途
で
設
置

し
、
収
入
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
は
全
国
的
に
見
て

も
極
め
て
珍
し
い
が
、
設

置
費
用
は
総
額
い
く
ら
か
。

　

20
年
間
で
総
額
約
12
億

６
千
万
円
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
売
電
収
入
が
税
込

約
19
億
４
千
万
円
見
込
ま

れ
ま
す
。 市

長

　
太
陽
光
発
電
は
県
内
で

は
本
市
以
外
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
は
な
く
、

他
の
自
治
体
が
取
り
組
ま

な
い
要
因
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

か
。

　

一
か
ら
計
画
を
し
て
い

く
自
治
体
で
は
、
短
期
間

で
の
対
応
が
で
き
な
か
っ

た
な
ど
が
要
因
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
工
程

で
、
事
業
を
進
め
て
い
く

の
か
。

　
本
市
は
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま

人
口
が
急き

ゅ
う

減げ
ん

す
れ
ば
地
域

の
活
力
は
衰す

い

退た
い

し
、
地
方

交
付
税
の
削
減
や
租
税
収

入
の
減
収
、
農
林
業
、
商

業
に
お
い
て
は
後
継
者
不

足
や
商
店
街
の
衰
退
、
産

業
の
停
滞
、
廃
業
、
倒
産

な
ど
地
域
経
済
に
大
き
な

打
撃
と
な
る
。

　
市
と
し
て
の
少
子
高
齢

化
対
策
や
若
者
の
定
住
対

策
は
。

市
長

　

平
成
25
年
度
内
の
建
設

完
了
を
目
指
し
、
６
月
定

例
会
で
事
業
費
や
関
係
条

例
な
ど
を
審
議
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
長

　

「
豊
後
大
野
市
キ
ラ
キ

ラ
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
実

践
や
企
業
誘
致
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創

造
で
き
る
よ
う
な
商
工
業

の
活
性
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
の
育
成
や

確
保
を
図
り
、
若
者
向
け

の
対
策
と
し
て
、
地
元
産

木
材
を
使
っ
た
低
価
格
住

宅
の
建
設
が
で
き
な
い
か

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長

少子高齢化と若者の定住対策について

～全課で連携を図
はか

りながら、　　
まちづくりを推進する～

候補地の旧清川西中学校跡地
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一 般 質 問

衞
　え　

　藤
とう

　正
まさ

　宏
ひろ

　

独
り
暮
ら
し
の
方
や
高

齢
者
の
多
い
本
市
に
お
い

て
、
市
民
の
方
々
を
ど
う

守
り
、
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
の
か
。　
　

こ
う
よ
う

　

ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う

生
活
道
路
の
整
備
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　

平
成
24
年
度
は
、
県
と

共
同
で
防
災
士
の
養
成
講

座
を
開
催
し
た
結
果
、
新

た
に
１
７
０
人
余
り
の
防

災
士
が
誕
生
す
る
見
込
み

で
、
地
域
に
お
け
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
主

防
災
組
織
活
動
を
牽け

ん

引い
ん

し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
道
路
の
整

総
務
課
長

　

農
産
物
価
格
の
低
迷
は
、

農
業
所
得
の
減
少
や
農
業

者
の
減
少
を
招
く
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、

安
心
し
て
も
の
づ
く
り
の

で
き
る
農
業
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

「
大
分
の
野
菜
畑　

豊
後

大
野
」
の
農
産
物
を
宣
伝

で
き
る
農
業
広
報
専
門
員

な
ど
の
人
選
、
育
成
に
よ

り
、
生
産
者
と
消
費
者
を

つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。

　

農
業
広
報
専
門
員
や
地

産
品
推
進
員
は
、
専
門
的

な
役
割
を
担
う
も
の
と
し

て
大
き
な
期
待
が
で
き
ま

す
の
で
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
配
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長

「大分の野菜畑　豊後大野」を
　　　　　伝達できるプロの育成は

～農業広報専門員などの配置を検討～

災害から市民をどう守る

～新たに１７０人の防災士が誕生～

備
に
つ
い
て
は
、
市
道
の

除
草
の
ほ
と
ん
ど
を
自
治

区
の
自
主
的
な
道
路
愛
護

作
業
に
担に

な

っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
現
状
で
、
作
業
し

て
い
た
だ
い
た
約
１
０
９

１
㌔
を
単
純
に
作
業
委
託

の
単
価
で
試
算
す
る
と
、

１
億
円
以
上
の
費
用
が
必

要
と
な
る
こ
と
や
作
業
の

適
期
が
夏
期
に
集
中
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
高
齢
化

が
進
む
中
で
大
変
困
難
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
も
地
域
の
課
題

と
し
て
可
能
な
限
り
道
路

愛
護
作
業
の
継
続
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。大分県防災士養成研修（豊後大野市会場）
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～14名の議員が市政を問う～

旧
三
重
高
校
の
跡
地
利
用

〜
見
直
し
や
提
案
は
難
し
い
〜

豊
後
大
野
市
に
熱
あ
れ
、光
あ
れ

赤
あか

　嶺
みね

　謙
けん

　二
　じ　

　

今
こ
の
時
期
に
、
自
治

体
が
直
営
で
や
る
べ
き
事

業
で
は
な
い
、
と
の
声
が

あ
る
。

　

し
か
し
、
今
こ
の
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
跡
地
利
用

の
観
点
か
ら
も
や
る
べ
き
、

と
思
う
が
。

　

学
校
跡
地
な
ど
の
遊
休

公
有
地
を
有
効
活
用
し
て

自
主
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
本
市
に
と
っ
て
最

良
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
、
計
画
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
長
が
思
い
描
い
て
い

る
本
市
の
未
来
像
は
。

　

平
成
24
年
９
月
議
会
で

の
一
般
質
問
に
関
連
し
て
、

批
判
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
自
己

批
判
や
お
詫
び
で
は
な
く
、

計
画
の
見
直
し
や
新
た
な

提
案
を
す
べ
き
と
あ
っ
た
。

市
長

　

市
と
し
て
も
、
後
藤
学

園
の
拡
充
・
発
展
を
願
う

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

太陽光発電、やるべき

～最良の方法の一つ～

　

契
約
書
を
交
わ
し
た
今

と
な
っ
て
、
本
当
に
そ
れ

が
可
能
か
。

と
こ
ろ
で
す
が
、
利
用
計

画
の
見
直
し
や
新
た
な
提

案
に
つ
い
て
は
、
学
園
の

教
育
方
針
や
運
営
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
市
が
関

与
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

市
民
が
主
体
性
と
誇
り

を
持
っ
て
自
治
を
行
う
ま

ち
こ
そ
、
我
が
豊
後
大
野

市
長

市
の
未
来
の
姿
で
す
。

　

こ
の
未
来
の
姿
を
実
現

す
る
た
め
に
政
策
理
念
と

し
て
、
①
安
全
安
心
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
②

農
林
畜
産
業
の
振
興
、
③

産
業
集
積
と
定
住
促
進
、

〜
主
体
性
と
誇
り
を
持
つ
〜

④
地
域
振
興
と
観
光
交
流

人
口
の
拡
大
、
⑤
芸
術
・

文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

が
躍や

く

動ど
う

す
る
ま
ち
づ
く
り

の
５
点
を
掲か

か

げ
、
本
市
の

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

候補地の旧上緒方小学校跡地 旧西部清掃センター跡地（大野町・緒方町）
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一 般 質 問

伊
　い　

　藤
とう

　憲
のり

　義
よし

　
他
市
で
は
入
札
不
成
立

が
相
次
い
で
い
る
が
、
本

市
の
入
札
状
況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
落
札
し
て
も
採

算
が
合
わ
な
い
な
ど
の
声

が
あ
る
が
、
積
算
基
準
と

実
勢
価
格
は
適
正
か
。

　

道
路
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

災
害
や
河
川

災
害
、
農
地
災
害
な
ど
計

２
９
１
件
中
41
件
を
発
注

済
み
で
、
不
落
札
は
１
件

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
１

件
は
次
年
度
繰
り
越
し
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
早
期
復
旧
に
向
け
発

注
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
農
地
災
害
の
発
注
計
画

の
状
況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
田
植
え
に
間
に

合
う
の
か
。

市
長

　

平
成
24
年
12
月
28
日
に

全
箇
所
の
現
地
査
定
を
終

了
し
て
お
り
、
発
注
計
画

に
つ
い
て
は
、
公
共
土
木

災
害
や
河
川
、
県
道
、
市

道
な
ど
と
関
連
の
あ
る
箇

所
、
続
い
て
緊
急
性
の
高

い
農
業
用
施
設
や
影
響
す

る
農
地
面
積
が
大
き
い
箇

所
、
３
番
目
に
作
付
け
不

能
面
積
が
大
き
い
農
地
、

４
番
目
に
そ
の
他
の
農
地

や
農
業
用
施
設
の
順
に
発

注
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

農
林
整
備
課
長

豪雨災害復旧を急げ

～早期復旧に取り組んでいる～

　

建
設
課
の
発
注
工
事
は
、

積
算
基
準
・
主
要
資
材
単

価
と
も
に
大
分
県
土
木
建

築
部
が
算
定
し
た
も
の
を

採
用
し
て
お
り
、
県
は
で

き
る
限
り
実
勢
に
見
合
う

よ
う
に
毎
月
変
動
調
査
を

行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
価

格
を
改
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
産

米
の
作
付
け
ま
で
に
復
旧

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
他
事
業

と
の
関
連
や
本
市
を
含
む

豊
肥
地
域
の
災
害
が
甚
大

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全

て
を
完
了
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
で
す
。

　

引
き
続
き
、
被
災
箇
所

の
早
期
発
注
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。緒方町志賀
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ス
ポ
ー
ツ
行
政
を

　
　
市
長
部
局
に
移
行
す
る
考
え
は

〜
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
〜

宮
みや

　成
なり

　昭
あき

　義
よし

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
50

年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
民
、
関
係
団
体
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ

く
り
な
ど
を
醸じ

ょ
う

成せ
い

し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
所
管

す
る
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の

趣
旨
を
真し

ん

摯

 

し 

に
受
け
止
め
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
推
進

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
提
案
の
よ
う
に
、
保

健
、
医
療
、
介
護
予
防
、

学
校
も
含
め
た
教
育
部
門

が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い

る
施
策
・
事
業
の
連
携
を

と
の
こ
と
で
す
が
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
施
行
に

伴
い
、
市
民
と
の
連
携
が

必
要
な
こ
と
か
ら
行
政
内

部
も
課
を
超
え
た
一
層
の

連
携
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

教
育
長

　

ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
展
開

す
る
中
で
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
部
署
と
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
の
で
、
特

に
支
障
な
く
業
務
の
推
進

に
当
た
る
こ
と
が
で
き
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
健
全
育
成
は
教
育

的
視
点
か
ら
も
外
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
界

に
お
け
る
体
罰
問
題
は
、

人
権
教
育
の
観
点
が
非
常

に
強
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
ス

ポ
ー
ツ
行
政
を
市
長
部
局

に
移
行
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

教
育
長

　
そ
の
た
め
に
は
、
保
健
、

医
療
、
介
護
予
防
、
学
校

も
含
め
た
教
育
部
門
が
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
施

策
・
事
業
の
連
携
に
よ
り
、

効
果
的
・
効
率
的
な
事
業

展
開
が
で
き
る
と
考
え
る

が
、
そ
の
考
え
は
。

　
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
教
育

委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に

移
行
し
、
縦
か
ら
横
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
構

築
を
な
す
べ
き
と
思
う
が
。

豊後大野市スポーツ少年団卒団式
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渡
わた

　辺
なべ

　一
かず

　文
ふみ

　

健
康
診
断
を
行
っ
て
い

る
と
聞
く
が
、
市
と
し
て

は
ど
の
程
度
の
内
容
で

行
っ
て
い
る
か
。

　

前
途
あ
る
職
員
を
失
っ

た
こ
と
は
、
非
常
に
悔
し

く
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

総
合
健
診
と
し
て
職
員

の
一
般
健
康
診
断
を
大
分

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

に
委
託
し
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
定
め
ら
れ
た
検
査

項
目
「
身
長
・
体
重
・
血

圧
な
ど
の
一
般
検
査
、
尿

検
査
、
便べ

ん

潜せ
ん

血け
つ

」
な
ど
を

行
い
、
検
査
デ
ー
タ
に
基

づ
き
医
師
の
診
察
を
全
職

員
対
象
に
市
民
病
院
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

二
度
と
起
き
な
い
よ
う

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　

太
陽
光
発
電
の
保
守
点

検
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

　

20
年
間
良
好
な
状
態
を

維
持
し
、
安
定
的
な
発
電

を
行
う
た
め
に
も
、
保
守

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

消
防
長

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
総
務

課
人
事
給
与
係
と
調
整
し
、

消
防
署
員
の
総
合
健
診
を

年
度
当
初
の
４
月
、
特
定

業
務
従
事
者
健
診
を
後
半

の
11
月
に
と
、
年
２
回
の

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

再
検
査
に
該
当
す
る
職

員
に
つ
い
て
は
早
急
に
精

密
検
査
や
医
師
の
受
診
を

指
導
す
る
と
と
も
に
、
職

員
に
は
個
々
の
健
康
意
識

の
高
揚
を
促
し
、
業
務
中

に
お
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

時
に
所
属
長
が
職
員
の
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
、
産
業
医
や

消
防
長

市
長

市消防署員の健康について

～健康保持に努める～

太陽光発電の保守点検は

～十分な管理ができるよう対応～

　

ま
た
、
深
夜
業
務
に
従

事
す
る
労
働
者
は
６
カ
月

以
内
に
１
回
定
期
に
健
康

診
断
を
行
う
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
消
防
署
員
は

総
合
健
診
と
は
別
に
特
定

業
務
従
事
者
健
康
診
断
を

毎
年
10
月
以
降
に
市
民
病

院
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
の
保
健
師
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
健
康
保
持
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

外
部
委
託
な
ど
も
含
め
て
、

十
分
な
管
理
が
で
き
る
よ

う
対
応
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
当
該
用
地
の
美

化
な
ど
の
保
全
管
理
に
つ

い
て
は
、
地
元
自
治
会
に

委
託
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

候補地の旧小富士小学校跡地（緒方町）
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長
なが

　野
　の　

　健
けん

　児
　じ

　

集
落
営
農
組
織
数
に
つ

い
て
は
、
県
下
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
組

織
の
育
成
な
ど
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、

組
織
構
成
員
の
高
齢
化
な

ど
の
諸
課
題
も
生
じ
て
き

て
い
る
が
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　

第
３
期
対
策
の
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
や

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

な
ど
の
活
用
に
よ
る
組
織

化
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、

集
落
営
農
の
組
織
化
や
法

人
化
を
支
援
し
ま
す
。

市
長

　

本
市
は
平
成
23
年
度
に

県
と
協
力
し
、
集
落
営
農

市
長

農
業
振
興
課
長

きつい、危険な畦
けい

畔
はん

雑草管理

～センチピードグラスで軽減を～

集落営農で農家と農地を守ろう

～集落営農の組織化・法人化を支援～

　

畦
畔
管
理
省
力
化
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　

機
械
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
県
よ
り
３
分
の
１

の
補
助
金
が
あ
る
が
、
市

も
３
分
の
１
の
補
助
が
で

き
な
い
か
。

　

補
助
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
組
織
に
お
い

て
は
、
役
員
の
高
齢
化
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不
足
が
顕

著
で
あ
り
、
後
継
者
の
確

保
が
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
認
定
農
業
者

や
他
の
組
織
と
の
連
携
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

推
進
に
お
け
る
「
中
山
間

地
域
畦
畔
管
理
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
草
刈
作
業
を
省
力

化
す
る
た
め
、
「
セ
ン
チ

ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
」
と
い
う
、

芝
の
種
の
吹
き
付
け
を
行

い
、
雑
草
を
抑
制
す
る
こ

と
で
夏
場
の
草
刈
を
な
く

す
と
い
う
技
術
の
実
証
事

業
で
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
種

の
吹
き
付
け
を
業
者
に
委

託
し
ま
し
た
が
必
要
と
な

る
経
費
が
高
く
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
県
と
協
力

し
、
集
落
営
農
組
織
を
対

象
と
し
た
セ
ン
チ
ピ
ー
ド

グ
ラ
ス
吹
き
付
け
機
械
の

導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

市集落営農法人連絡協議会と産業建設常任委員との意見交換会
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命
の
尊
厳
を
考
え
よ
う

〜
道
徳
心
の
向
上
に
努
め
る
〜

生
活
排
水
処
理
率
の
向
上
を

〜
引
き
続
き
啓
発
活
動
を
実
施
〜

し

生
ょう

　野
　の　

　照
てる

　雄
　お　

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
が

連
帯
し
、
一
体
感
を
醸
成

す
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
で
あ
る
が
、
市
民
の
心

の
中
に
定
着
し
て
い
る
か

疑
問
に
思
う
。

　
今
の
ま
ま
で
は
、
空
文

に
等
し
く
み
え
る
が
。 く

う
ぶ
ん

　

市
民
憲
章
制
定
後
に
、

市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
を
す

る
と
と
も
に
、
市
勢
要
覧

や
市
議
会
の
概
要
な
ど
の

冊
子
に
掲
載
し
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
々
の
目
に

触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
方

　
痛
ま
し
い
集
団
リ
ン
チ

事
件
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
、
学
校
現
場

に
新
た
な
指
示
を
し
た
の

か
。

　

市
内
小
中
学
校
18
校
に

対
し
、
「
児
童
生
徒
の
状

況
把
握
及
び
組
織
的
対
応
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ

い
て
」
を
通
知
し
て
お
り
、

道
徳
の
時
間
や
人
権
教
育

　
合
併
浄
化
槽
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

市
長

教
育
長

どうする　市民憲章

～市民の認知度を高める～

も
見
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
報
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
し

て
、
今
一
度
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
十
分
認
知
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
や

思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な

心
を
も
っ
た
児
童
生
徒
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

平
成
21
年
度
以
前
は
、

年
間
１
０
０
基
程
度
の
整

備
基
数
で
あ
っ
た
も
の
が
、

上
下
水
道
課
長

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24

年
度
ま
で
の
３
年
間
を
重

点
推
進
期
間
と
位
置
付
け
、

サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
で
実
施

し
た
結
果
、
こ
の
３
年
間

で
１
０
４
９
基
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
浄
化
槽
を
普

及
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
額

に
市
で
独
自
に
10
万
円
の

上
乗
せ
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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小
　お　

　野
　の　

　
じ

順
ゅん

　一
いち

　
中
国
で
深
刻
な
大
気
汚

染
が
発
生
し
て
い
る
が
、

健
康
被
害
な
ど
へ
の
対
応

策
は
。

　
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」は
、
と

て
も
小
さ
い
粒
子
状
の
物

質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
呼

吸
に
よ
り
肺
の
奥
ま
で
入

り
込
み
や
す
く
、
呼
吸
器

系
疾
患
、
循
環
器
系
疾
患

の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

環
境
省
は
、
注
意
を
必

要
と
す
る
暫
定
的
な
指
針

値
を
「
１
日
平
均
で
１
立

方
㍍
当
た
り
70
マ
イ
ク
ロ

㌘
」
と

決
め
ま
し
た
。

市
長

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は

犯
罪
で
あ
り
、
不
法
投
棄

を
行
っ
た
も
の
は
、
５
年

以
下
の
懲ち

ょ
う

役え
き

ま
た
は
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

市
長

心配される「ＰＭ２.５」

～情報提供などに努める～

　
山
林
あ
る
い
は
森
林
へ

ご
み
の
不
法
投
棄
が
さ
れ
、

本
来
の
多
面
的
機
能
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
が
、
対
応
策
は
。

　

現
在
、
県
内
に
「
Ｐ
Ｍ

２
・
５
」
の
測
定
局
は
、

県
が
設
置
し
て
い
る
日
田

市
の
１
カ
所
、
大
分
市
が

設
置
し
て
い
る
大
分
市
内

の
３
カ
所
で
、
本
市
に
も

豊
肥
保
健
所
に
二
酸
化
窒

素
や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
な
ど
を
測
定
す
る
測
定

局
は
あ
り
ま
す
が
、
「
Ｐ

Ｍ
２
・
５
」
の
測
定
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
そ
の
測
定
局

を
使
い
、
測
定
が
行
え
る

よ
う
に
す
る
よ
う
県
に
働

き
か
け
を
し
、
情
報
収
集

に
努
め
、
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
利
用
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
の「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」

に
関
す
る
知
識
、
情
報
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ら
れ
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、

３
億
円
以
下
の
罰
金
、
未

 

遂す
い

行
為
で
あ
っ
て
も
不
法

投
棄
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
ご
み
捨
て
禁
止

の
看
板
の
設
置
や
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
、
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
に
よ

る
巡
回
な
ど
を
行
い
、
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
か
ら
選

出
し
て
い
た
だ
い
た
環
境

衛
生
委
員
や
豊
肥
保
健
所
、

豊
後
大
野
警
察
署
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
不
法
投
棄
を

す
る
こ
と
で
環
境
が
破
棄

さ
れ
、
徐
々
に
土
地
が
汚

染
さ
れ
て
い
き
、
自
ら
に

降
り
か
か
っ
て
く
る
こ
と

な
ど
の
啓
発
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※PM2.5＝大気中に浮遊する粒子状物質のうち、粒子の直径が2.5マイクロメートル（マイクロは100万分の１）以下の特に小さな粒子。

※

み 

豊肥保健所の測定局
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「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」は
大
丈
夫
か

〜
情
報
収
集
に
努
め
、市
民
に
広
く
周
知
す
る
〜

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

　
　
　
　
　

防
災
対
策
は
大
丈
夫
か

〜
消
防
署
の
検
査
を
受
け
、点
検
を
行
っ
た
〜

衞
　え　

　藤
とう

　竜
たつ

　哉
　や　

　

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
事
業
」
の
成
果
報
告
が

行
わ
れ
、
各
学
校
の
熱
意

を
強
く
感
じ
た
。

　

こ
の
事
業
の
継
続
を
願

い
、
さ
ら
に
良
い
方
向
に

向
か
う
よ
う
教
育
委
員
会

の
意
気
込
み
を
伺
う
。

　

報
告
さ
れ
た
具
体
的
な

実
践
内
容
は
、
地
域
の
遺

跡
や
伝
統
芸
能
を
学
ん
だ

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
と
リ

ン
ク
し
た
学
校
が
６
校
、

農
業
体
験
学
習
を
中
心
に

し
た
食
育
の
取
り
組
み
が

４
校
、
高
齢
者
や
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
を
中
心
に
し

た
取
り
組
み
が
３
校
、
小

　

中
国
か
ら
の
大
気
汚
染

は
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

く
な
り
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
の
幅
広
い
世
代
の
健
康

に
及
ぼ
す
影
響
が
心
配
で

あ
る
。

　

市
独
自
の
監か

ん

視

 

し 

を
し
、

そ
れ
を
市
民
に
情
報
と
し

て
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

　

現
在
、
豊
肥
保
健
所
に

設
置
し
て
あ
る
測
定
局
に

「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
用
の
測

定
器
を
取
り
付
け
る
よ
う
、

県
に
対
し
て
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
火
災
が
相
次
い
で
発
生

し
て
お
り
、
痛
ま
し
い
犠

牲
者
が
出
て
い
る
。

　

本
市
も
多
く
の
施
設
を

有
し
て
い
る
が
、
防
災
対

策
は
大
丈
夫
な
の
か
。
ま

教
育
長

市
長

特色ある学校づくりの取り組みは

～積極的に推進していく～

中
連
携
や
学
校
図
書
館
の

活
用
な
ど
の
学
校
研
究
を

深
化
さ
せ
た
実
践
が
５
校

で
し
た
。

　

特
に
、
調
べ
学
習
を
活

用
し
た
考
え
る
学
習
を
市

全
体
に
広
げ
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
な
ど
と
連

携
を
密
に
し
て
情
報
収
集

に
努
め
、
現
状
の
連
絡
体

制
、
情
報
提
供
体
制
を
使

い
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
52
カ
所
の

入
所
施
設
が
あ
り
、
長
崎

高
齢
者
福
祉
課
長

市
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火

災
以
降
、
市
職
員
が
指
導

や
助
言
を
行
い
、
消
防
署

の
立
ち
入
り
検
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

た
、
担
当
課
や
消
防
署
の

指
導
、
検
査
な
ど
は
十
分

か
伺
う
。

特色ある学校づくりの稲刈りと甘酒づくり（犬飼小学校）
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恵
　え　

　藤
とう

　千
　ち　

代
　よ　

子
　こ

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
大
き

な
児
童
館
が
欲
し
い
。」と

願
っ
て
い
る
が
、
現
段
階

で
の
検
討
状
況
は
。

　

建
設
予
定
地
と
し
て
、

旧
中
央
公
民
館
南
側
駐
車

場
部
分
、
も
し
く
は
旧
庁

舎
敷
地
の
一
角
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
平
成

26
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、

平
成
25
年
度
は
児
童
館
の

規
模
の
設
定
や
補
助
金
な

ど
、
関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長

教
育
長

本市を担う人材育成は

～夢と志、「郷土を愛する子ども」を育成～

三重児童館の建て替えを

～平成26年度内に新築を検討中～

　
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
事

業
の
推
進
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
中
心
に
、
全
て
の
教

科
・
領
域
を
横
断
的
に
体

系
化
し
た
年
間
指
導
計
画

を
教
育
課
程
に
位
置
付
け
、

年
間
50
時
間
か
ら
70
時
間
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
学
習
」で
は
、

地
域
の
方
々
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
地
域
の
力
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
学
校
の

活
性
化
も
図
ら
れ
て
い
ま

す
し
、
逆
に
地
域
に
も
元

気
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
、

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
中

心
に
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
運
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
し
、
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
の
取
り
組
み

に
も
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

を
通
し
て
積
極
的
に
関
わ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

各
学
校
独
自
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
な
が
ら
特
色
あ

る
取
り
組
み
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
が
、
事
業
と
し

て
予
算
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
践
内
容
が
よ
り
拡

大
さ
れ
、
活
動
範
囲
も
広

が
り
、
講
師
な
ど
の
派
遣

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、「
ふ
る
さ
と
学

習
」
と
の
組
み
合
わ
せ
も

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

市
長

　

今
後
も
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
が「
何
を
望
み
」

「
何
を
期
待
す
る
の
か
」な

ど
を
把
握
す
る
た
め
、
対

話
を
重
視
し
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
。

　

中
学
校
３
年
生
を
対
象

に
し
た
ふ
れ
あ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
。

三重児童館
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深
ふか

　田
　た　

　征
せい

　三
ぞう

　

本
市
の
最
高
規
範
と
し

て
平
成
24
年
３
月
に
制
定

し
、
同
年
10
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
「
豊
後
大
野
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

に
基
づ
く
市
民
、
行
政
、

市
議
会
が
連
携
し
た
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
的
な
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
は
。

　

平
成
24
年
に
本
条
例
が

施
行
さ
れ
、
協
働
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
協
議
を

本
格
的
に
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
会
議
」
を

設
け
、
協
働
に
つ
い
て
協

議
を
す
る
と
と
も
に
、
作

市
長

金
　き　ん　

科
　か　

玉
ぎょく

条
じょう

はどこへ

～本格的な協議を開始～

業
部
会
で
は
関
係
各
課
の

横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

議
論
を
進
め
て
い
き
、
早

急
に
本
市
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を

形
に
し
、
実
行
段
階
へ
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
様
々
な
地
域

課
題
を
一
緒
に
考
え
、
解

決
策
を
探
る
「
地
域
担
当

職
員
制
度
」
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
全
職
員
が
地
域

担
当
と
な
る
よ
う
な
仕
組

み
に
変
え
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
こ

れ
ま
で
の
使

　

し　

途
　

と　

を
特
定
し

た
補
助
金
よ
り
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
自
由
に
使

え
る
交
付
金
の
方
が
よ
り

効
果
が
高
い
と
考
え
、
そ

う
い
っ
た
交
付
金
の
創
設

に
つ
い
て
、
将
来
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

※

　

さ
ら
に
、
公
民
館
を
地

域
性
の
あ
る
話
題
を
取
り

上
げ
て
学
習
す
る
生
涯
学

習
の
重
要
性
と
、
自
ら
が

企
画
し
、
運
営
す
る
弾
力

性
の
あ
る
自
主
公
民
館
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
公
民
館
機
能
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
で
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
中
心
的
拠
点
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
全
課
を
あ

げ
て
取
り
組
む
重
要
な
課

題
の
一
つ
と
位
置
付
け
、

横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
行
す
る
の
は

行
政
、
議
会
、
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
で
あ
り
、
本

条
例
の
制
定
の
意
義
を
多

く
の
方
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※金科玉条＝最も大切にして守らなければならない重要な法律、または規則。

菅尾地域交流センター
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神
こう

志
　じ　

那
　な　

　文
ふみ

　寛
ひろ

　

太
陽
光
発
電
を
行
う
目

的
は
何
か
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
や
水
力
発
電
と
の
比
較

検
討
は
行
っ
た
か
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
は
い
く
つ
か

の
種
類
が
あ
り
、
そ
の
選

定
は
調
達
コ
ス
ト
か
ら
発

電
量
に
も
影
響
す
る
た
め
、

最
良
の
バ
イ
オ
マ
ス
と
発

電
設
備
な
ら
び
に
環
境
へ

の
影
響
を
含
め
、
慎
重
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 市

長

市
長

生活保護基準の引き下げは、市民に
　どのような影響をもたらすのか

～多くの制度に影響が出る～

自然エネルギーを促進し、
　　　　原子力発電から撤退を

～太陽光発電事業を推進～

社
会
福
祉
課
長

　

生
活
保
護
基
準
を
引
き

下
げ
た
場
合
に
は
、
個
人

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
、

保
育
料
の
免
除
、
国
民
年

金
の
免
除
対
象
者
、
就
学

援
助
、
さ
ら
に
は
最
低
賃

金
な
ど
多
く
の
制
度
に
影

響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
慎
重
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

生
活
保
護
基
準
を
引
き

下
げ
る
と
、
保
護
を
受
け

て
い
な
い
他
の
市
民
に
も

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。

　

基
準
を
引
き
下
げ
な
い

よ
う
に
、
国
に
要
請
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

採
算
が
取
れ
る
ま
で
11

年
か
か
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
12
年
目
以
降
し
か
利

益
が
出
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

　

総
事
業
費
約
８
億
２
千

万
円
の
返
済
を
20
年
均
等

に
年
４
１
０
０
万
円
の
返

済
と
す
れ
ば
、
初
年
度
か

ら
税
込
約
３
４
０
０
万
円

の
使
用
可
能
な
自
主
財
源

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

水
力
発
電
は
、
自
然
・

地
理
的
な
条
件
や
水
利
権

な
ど
事
前
に
解
決
す
べ
き

課
題
が
あ
り
、
時
間
を
要

し
ま
す
。

　

一
方
、
太
陽
光
発
電
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
無

 

む 

尽じ
ん

で

あ
り
、
調
達
コ
ス
ト
も
か

か
ら
ず
、
異
臭
や
廃
棄
物

な
ど
の
副
産
物
も
発
生
せ

ず
、
広
大
な
平
坦
な
土
地

な
ど
が
あ
れ
ば
設
置
可
能

で
す
。

　

遊
休
公
有
地
の
有
効
活

用
や
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電

事
業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

民間事業者が設置している太陽光発電施設
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一 般 質 問

和
　わ　

　田
　だ　

　哲
てつ

　治
はる

　

議
会
で
の
十
分
な
説
明

が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
「
自
治
体
運
営
で
発

電
所
を
建
設
」
と
す
る
今

回
の
計
画
。

　

補
助
金
な
し
の
８
億
円

全
額
市
費
を
投
入
す
る

「
公
設
公
営
の
電
気
発
電

事
業
」
に
リ
ス
ク
は
な
い

の
か
。

　

今
日
ま
で
執
行
部
内
で

の
議
論
は
、
ど
の
部
署
で

い
か
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　

そ
の
具
体
的
な
説
明
を

伺
う
。

　

行
政
の
行
う
事
業
で
全

く
リ
ス
ク
が
な
い
と
は
言

い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な

く
と
も
今
回
の
太
陽
光
発

電
事
業
は
、
国
が
制
定
し

た
「
再
生
エ
ネ
法
」
に
よ

市
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

新生児誕生に「出産祝い金」を
　　少子化への歯止め対策を期待して

～継続性のある支援事業へ～

「18億円の売電収入」
　　実質利益は20年間で５億６千万円

～リスクがないとは言い切れない～

る
固
定
価
格
買
取
制
度
を

利
用
し
た
事
業
計
画
で
あ

り
、
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
十
分
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
少
子
化
は
、
近

隣
他
市
に
比
較
し
て
、
そ

の
傾
向
は
著

い
ち
じ
る

し
い
。
え
い
だ
ん

　

そ
の
中
で
市
長
の
英
断

　

平
成
23
年
度
の
出
生
状

況
は
、
２
２
６
人
と
減
少

傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
年
次
別
合
計
特
殊
出

生
率
で
は
、
１
・
77
と
県

下
の
市
の
中
で
４
番
目
に

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
議
員
か
ら
の
ご
提

案
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
一
時
的

な
祝
い
金
を
交
付
す
る
の

み
の
事
業
か
ら
、
総
合
的

で
継
続
性
の
あ
る
支
援
事

業
へ
軸
足
を
移
し
、
出

産
・
子
育
て
支
援
・
少
子

化
対
策
事
業
・
低
価
格
木

造
住
宅
の
開
発
な
ど
、
全

体
事
業
の
充
実
を
図
り
、

今
後
の
定
住
促
進
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

に
よ
り
「
幼
児
か
ら
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る

が
、
今
一
つ
の
目
玉
と
な

る
「
出
産
祝
い
金
」
の
創

設
に
つ
い
て
、
見け

ん

解か
い

を
伺

う
。

候補地の旧大野公民館跡地

民間事業者が設置している太陽光発電施設
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　　　分県総務部審議監の島
しま

田
　だ　

勝
かつ

則
のり

氏を

　　　講師にお招きし、研修会を開催し

ました。

　『地方分権と道州制』と題し講演が行わ

れ、これまでの地方分権に関する流れや

道州制に関する議論、最近の地方行財政

を巡る情勢などの詳しい説明がありまし

た。

　今後も、市民皆さまの負託に応えられ

る議会を目指し、議会の活性化に取り組

んでまいります。

日々研修で目指す活性化
1/23　議員研修会（市役所正庁ホール）

大　　　市議会の議会報告会を自治会連合

　　　会や女性団体連絡協議会、そして

商工会の各種団体の方々を対象に開催し

ました。

　平成24年10月に施行された議会基本

条例の趣旨に基づくもので、議会活動に

市民が参加できる機会を確保することや、

議会の活動状況を市民に報告することで、

開かれた議会運営を積極的に推進するた

めに実施したものです。

　この報告会では、議会基本条例制定の

意義や目的、内容について議員よりスラ

イドを使い説明を行った後、幅広い分野

において意見交換を行いました。

　今後は、さらに多くの市民の方々とひ

ざを交えた意見交換の場がもてるよう、

議会内でも協議、調整を行っていくこと

としています。

市民参加で開かれた議会を
1/29、30　議会報告会（市役所正庁ホール）

本

　　　業建設常任委員会と市集落営農法

　　　人との意見交換会が開催され、各

集落営農法人の組合長や県、市、農協な

ど関係者33名が出席しました。

　集落営農法人連絡協議会から組織の概

要説明があり、その後、①農地の有効活

用と鳥獣被害対策、②組織の後継者対策、

③今後の集落営農の推進をテーマに意見

交換が行われ、集落営農法人を取り巻く

多くの課題や対策などについて活発な意

見が出されました。

各法人の取り組みに理解を
2/18　意見交換会

産
自治会連合会

女性団体連絡協議会

商工会
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平成24年度 行政視察の受入実績

　当市議会では、他の自治体議会の行政視察を

積極的に受け入れています。

　本年度の受入実績は、16件106名となって

います。

【北海道士別市議会】
豊後大野市民病院改革プランについて

【青森県黒石市議会】
雇用創造プロジェクトについて

【宮城県栗原市議会】
市営急傾斜地崩壊対策事業について

【東京都台東区議会】
新人議員友好都市表敬訪問について

【三重県名張市議会】
まちの駅及び道の駅について

【兵庫県南あわじ市議会】
認定こども園の管理運営について【大分県別府市議会】

消費生活センターについて

【大分県豊後高田市議会事務局】
議事堂及び議場システムの整備の状況について

【香川県さぬき市議会】
市民病院の統合について

【大分県国東市議会】
新庁舎建設の経緯について

【福岡県嘉麻市議会】
ケーブルテレビ事業について

【埼玉県日高市議会】
ジオパークについて
空き家バンク登録制度について

【兵庫県宍粟市議会】
幼保一元化・認定こども園の
推進について

【千葉県木更津市議会】
新庁舎建設について
空き家バンク登録制度について

【静岡県御殿場市議会】
市立認定こども園（緒方保育園）の
設立・運営に係る実情の把握について
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私
ど
も
議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
会
は
、
委

員
６
名
の
構
成
に
よ
り
、

議
会
だ
よ
り
『
声
の
か

け
橋
』
を
発
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
現
体

制
で
の
編
集
は
今
号
を

も
っ
て
最
後
と
な
り
ま

す
。

　

「
読
ん
で
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
」
を
念

頭
に
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
果
た
し
て

読
者
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
添
う
こ
と
が
で
き
た

か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

ご
愛
読
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

委員長　小 野 泰 秀
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
紙

で
お
届
け
す
る
『
声
の

か
け
橋
』は
、ま
ず
も
っ

て
市
議
会
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
く
の
が
第
一

の
役
割
と
の
思
い
で
、

見
や
す
い
、
分
か
り
や

す
い
誌
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

の
一
般
質
問
の
放
送
が

定
着
し
て
き
た
中
で
、

広
報
誌
の
特
性
を
生
か

し
た
誌
面
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

２
年
間
の
ご
愛
読
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

議
員
に
な
っ
て
初
め

て
の
広
報
委
員
を
２
年

間
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

特
に
、
議
員
の
一
般

質
問
の
校
正
に
は
気
を

つ
か
い
、
初
め
の
頃
は

気
付
か
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
議
員
に
は
癖

が
あ
っ
て
面
白
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
常
に
心
掛
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

他
の
委
員
は
広
報
経

験
者
で
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
ご
指
導
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

副委員長　神志那 文 寛

委員　佐 藤 徳 宣

　

委
員
を
４
年
間
務
め
、

「
分
か
り
や
す
く
、
見

や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
編
集
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

私
自
身
に
と
っ
て
も
、

議
員
発
言
お
よ
び
執
行

部
発
言
な
ど
に
つ
い
て

も
再
度
確
認
、
研
さ
ん

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

１
回
の
『
声
の
か
け

橋
』
発
行
に
何
度
も
委

員
会
を
重
ね
て
出
来
上

が
る
広
報
誌
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
身

近
に
あ
り
、
関
心
の
持

て
る
議
会
広
報
で
あ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

委員　佐 藤 辰 己
　

本
誌
の
発
行
を
も
っ

て
、
私
た
ち
広
報
委
員

も
任
期
が
満
了
し
ま
す
。

　

２
年
を
振
り
返
っ
て

と
の
思
い
も
、
実
は
前

期
・
後
期
と
併
せ
て
４

年
間
広
報
委
員
と
し
て

在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

様
々
の
想
い
出
を
、
こ

ち
ら
こ
そ
の
気
持
ち
と

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

議
員
も
新
米
で
ス
タ
ー

ト
し
な
が
ら
、
い
き
な

り
広
報
編
集
委
員
会
へ

先
輩
の
一
言
で
決
ま
っ

た
始
ま
り
で
し
た
が
、

今
期
発
行
18
回
の
広
報

誌
を
ご
愛
読
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

委員　和 田 哲 治
　

２
期
４
年
間
、
広
報

委
員
と
し
て
議
会
広
報

誌
の
発
行
（
第
18
号
〜

第
35
号
）
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

発
行
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
議
員

活
動
や
一
般
質
問
、
議

会
と
し
て
の
取
り
組
み

な
ど
、
よ
り
多
く
の
活

動
が
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
内
容
の
構

成
に
努
め
る
こ
と
で
、

私
に
と
っ
て
も
良
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ

る
議
会
広
報
誌
の
発
行

を
新
し
い
広
報
委
員
さ

ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。委員　沓 掛 義 範

広報委員を務めた６名の方から２年を振り返って




